
個人住宅

令和7年2月19日

所 在 地 中村区

建 築 年
主屋：江戸後期（一部、戦後増築）、離れ：昭和5年

 蔵：天保6年（棟札より）、長屋門：江戸後期

認 定 番 号 第１１７号 認定年月日

階建て

概 要

　中村区に所在する個人住宅であり、長屋門と小路に続く板塀が良好な景観を
形成している。
　主屋、門は江戸時代後期の築と伝わり、蔵は棟札より天保6年の築と思われ
る。昭和5年に離れが増築され、蔵はその際に曳き家され、現在の場所に至
る。
　主屋は厨子二階((つしにかい)建の外観であるが、小屋裏の建ちは高く、食堂
上の吹き抜けを臨むことができる。長屋門にはかつて小作農が暮らしていた空
間があったが、現在は車庫に改修済みである。

構造・階数 木造 地上 2 階、 地下


